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町の人口
（48年9月幕環在）

人　口　23，343
男11，590
女12，253

世帯数　6，951

10月26日（1973）
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毎月一回各家庭に配布
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老
人
医
療
雇
の
無
料
化

六
十
五
才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に
も

町
は
老
人
医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て

は
今
ま
で
七
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
条

例
を
改
正
し
、
十
月
一
日
か
ら
「
ね
た

き
り
老
人
等
」
に
つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の

と
お
り
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

一
、
支
給
対
象
者

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
「

ね
た
き
り
老
人
等
」
（
国
民
年
金
法

別
表
に
該
当
す
る
程
度
の
廃
疾
の
状

態
に
あ
る
者
を
い
い
ま
す
）

二
、
支
給
対
象
期
間

◎
対
象
者
と
な
る
日

1
、
六
十
五
歳
に
な
る
以
前
か
ら
「

ね
た
き
り
老
人
等
」
で
あ
る
場
合

は
、
六
十
五
歳
の
誕
生
日
の
初
日

か
ら
。
た
だ
し
、
十
月
一
日
現
在

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
者

の
う
ち
「
ね
た
き
り
老
人
等
」
に

つ
い
て
は
十
月
一
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

2
、
六
十
五
才
と
な
っ
た
後
に
「
ね

た
き
り
老
人
等
と
な
っ
た
場
合
は

「
ね
た
き
り
老
人
等
」
で
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
。

◎
対
象
者
と
な
ら
な
く
な
る
Ｈ

「
ね
た
き
り
老
人
等
」
が
七
十
歳

に
達
す
る
ま
で
の
間
に
廃
疾
の
程

度
が
軽
く
な
り
「
ね
た
き
り
老
人

等
」
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

は
そ
の
日
か
ら
。

三
、
受
給
者
証
交
付
申
請
の
手
続
き

「
ね
た
き
り
老
人
等
」
に
該
当
す

る
人
は
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証
交

付
申
辞
書
に
つ
ぎ
の
啓
類
を
つ
け
て

老
人
児
童
課
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
国
民
年
金
法
に
よ
り
廃
疾
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
当
該
認
定
を

受
け
た
こ
と
を
証
す
る
番
類
（
国

民
年
金
狂
者
）

⑧
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
が
「
ね

た
き
り
老
人
等
」
に
該
当
す
る
と

認
め
ら
れ
る
書
類

⑧
　
国
民
年
金
法
別
表
に
該
当
す
る

人
は
当
該
事
実
を
証
す
る
脊
顆
。

④
　
①
か
ら
④
に
該
当
し
な
い
人
に

つ
い
て
は
医
師
の
診
断
啓

四
、
医
療
費
の
支
給
開
始
期
日

「
ね
た
き
り
老
人
等
」
に
対
す
る
老

人
医
療
費
の
支
給
は
、
昭
和
四
十
八

年
十
月
一
日
以
後
に
受
け
た
医
療
費

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
「
ね
た
き
り
老
人
等
」
に
対
す

る
老
人
医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て
の

問
い
合
せ
は
老
人
児
童
課
（
電
六
〇

一
－
四
三
二
一
番
）
へ

日本民謡講座
北海道から九州まで、日本全国の伝統ある民謡を唄おう．／

1、期　間　11月16円から来年3月8日まで毎週金曜日

開設
時　間　　毎週14時から16時までの2時間

開設場所　水巻町々民会館日本間

募集人員　50人

広募資格一水巻町に居住する人で　一般社会人に限る

ｌ
、
あ
な
た
に
も
年
金
が
・
－

五
年
年
金
の
加
入
受
付
を
再
開

新
教
育
委
員
に

野
添
晴
也
・
武
居
友
敏
氏

鯛
琶
鰯
相
に
栗
原
友
彦
氏

九
月
二
十
九
日
開
催
の
町
型
ハ
回
定
委
員
に
栗
原
友
彦
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

例
議
会
で
教
育
委
貝
に
野
添
晴
也
氏
と
た
。
野
添
氏
は
山
本
秀
朋
委
員
の
辞
任

武
庫
友
敏
氏
が
、
固
定
資
産
評
価
審
査
に
よ
り
、
武
庫
氏
は
三
好
福
美
子
委
員

武尾友敏委員　　　野添晴也委員

塙　禾　　　　　　吉田一商業

の
、
栗
原
氏
は
伊
藤
義
継
委
員
の
任
期

満
了
に
よ
る
後
任
と
し
て
選
任
さ
れ
た

も
の
で
、
各
氏
と
も
初
め
て
の
委
員
職

で
す
が
金
力
を
尽
し
、
住
民
の
た
め
少

し
で
も
寄
与
し
た
い
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
（
五
年
年
金
）
の
加
入
受

付
け
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
人
の
う
ち
、
国
民
年
金
が
発
足
し

た
昭
和
三
十
六
年
当
時
の
十
年
年
金
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
人
、
ま
た
昭
和

四
十
五
年
に
で
き
た
五
年
年
金
に
も
加

入
し
な
か
っ
た
人
に
、
も
う
一
度
加
入

の
粗
金
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。加

入
で
き
る
人
　
明
治
三
十
九

年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

国
内
に
住
居
を
肴
す
る
人
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
年
金
制
度
や
、
そ
の
他
の
公
的
年

金
制
度
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
）

に
加
入
し
て
い
る
人
、
も
し
く
は
受
給

権
利
の
で
き
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

加
入
の
申
し
出
　
癖
和
四
十
九

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
役
場
・
年
金

係
で
受
け
付
け
ま
す
。

保
険
料
と
納
付
の
方
法
　
保

険
料
は
月
額
九
百
円
で
、
こ
の
年
金
を

受
け
る
に
は
、
保
険
料
を
五
年
間
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
制
度
の
対
象
者
は
高
齢
で
す
か
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
老
齢
年
金
の
支
給
が

開
始
さ
れ
る
よ
う
に
特
に
、
前
回
時

（
昭
和
瑠
↑
五
年
六
月
）
か
ら
今
度
の

加
入
申
し
出
を
し
た
月
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
期

間
は
、
昭
和
五
十
年
六
月
三
十
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
額
と
支
給
時
期
年
金
額

は
年
間
九
万
六
千
円
（
月
舶
八
千
円
）

で
、
支
給
は
、
保
険
料
を
五
年
間
納
め

（老人の方、婦人の万など大歓迎）

6、講　師　　民謡若宮会会1－三　井営秀夫先生

かな書道講座
初歩から色紙・短冊が書けるようになるまで

1、期　間　11月14】三］から来年3月6日まで毎週水曜日

開設

2、時　間　　毎週14時から16時までの2時間

3、開設場所　水巻町々民会館口本間

4、募集人員　40人（調師の指導矧執こより制限していま
す）

5、広募資格

ィ、水巻町に居住する一般社会人

ロ、初心者で開講期間中継続して受講できる人に限りま

す。

6、講　師　　福岡県美術協会会員　古賀松風先生

◎　申込み方法

教育委員会事務局社会教育係（町民会館内）へ規定
の申し込み香により直接串込んでください。

◎　申込み締切りＨ11月101］まで

◎　受講料　無料（ただし実技に必要な用典、消耗品、

テキスト聴等は個人負担とします）

◎　この講座についての問い合わせは教育委員会事務局社

会教育係（電話691－10403番）へ。

三
種
混
合
と
ジ
フ

テ
リ
ア
の
予
防

、
該
当
児

終
え
た
人
は
六
十
五
才
か
ら
、
ま
た
、

六
十
五
才
に
な
っ
た
の
ち
に
保
険
料
を

納
め
終
わ
っ
た
人
は
、
そ
の
翌
月
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
申
し
出
を
し
た
月
以
後
の
期
間
に

つ
い
て
保
険
料
を
一
年
以
上
納
め
る

と
、
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な
っ
た
場

合
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
中

途
脱
退
者
は
保
険
料
の
還
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
の
支
給
が
始
ま
る

前
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
死
亡
一
時
金

の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
わ
し
い
こ

と
は
役
場
、
年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

ヽ
一
°

～
Ｖ

成
人
式
該
当
年
齢
を
変
更

四
十
九
年
か
ら
は
満
年

齢
の
学
年
齢
基
準
で

水
巻
町
は
昭
和
四
十
八
年
の
成
人
式

ま
で
、
成
人
式
の
該
当
年
齢
を
か
ぞ
え

年
の
暦
年
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
社

会
教
育
委
員
会
な
ど
で
協
議
の
席
果
、

昭
和
四
十
九
年
か
ら
成
人
式
の
該
当
年

齢
を
満
埠
齢
の
学
年
齢
基
準
に
切
り
替

え
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
近
隣
市
町
の
調
査
結
果
が
は

遺
族
等
援
護
法
と
恩
給
法
等
の
改
正

遺
族
等
援
護
法
及
び
恩
給
法
等
の
一

部
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
方
は
役
場
、
ま
た
は
福
祉

事
務
所
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
、
権
利
発
生
は
、
昭
和
四
十
八
年
十

月
一
目
か
ら
で
す
。

二
、
支
那
事
変
の
期
間
、
本
邦
等
（
満

洲
・
台
湾
を
含
む
）
・
に
お
い
て
、
勤

務
に
関
連
し
た
傷
病
に
よ
っ
て
、
不

具
廃
疾
と
な
っ
た
文
官
、
軍
属
、
準

軍
属
に
障
事
年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

三
、
前
項
の
期
間
中
、
本
邦
等
（
満
洲

・
ム
濁
を
含
む
）
に
お
い
て
、
勤
務

に
関
連
し
た
傷
病
に
よ
っ
て
、
死
亡

し
た
文
官
、
軍
属
、
準
軍
属
の
遺
族

に
遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
、
旧
軍
人
等
の
加
算
年
が
恩
給
年
額

計
算
の
基
礎
へ
算
入
さ
れ
ま
す
。

（
ア
）
在
職
年
の
年
数
が
十
三
年
以

上
、
四
十
年
未
満
の
旧
軍
人
等

（
普
通
恩
給
受
給
権
者
）
で
、
七

十
才
以
上
の
者
、
ま
た
は
増
加
恩

給
、
傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給

を
受
け
る
七
十
才
未
満
の
普
通
恩

給
受
給
者
。
　
ｌ

（
イ
）
在
職
年
の
年
数
が
十
三
年
以

上
、
四
十
年
未
満
の
旧
軍
人
等
の

遺
族
で
、
七
十
才
以
上
の
考
ま

た
、
七
十
才
未
満
の
妻
子
で
扶
助

料
受
給
者
（
公
務
扶
助
料
等
の
受

給
者
を
含
む
）
。
、

遺
族
等
に
特
別
給
付
金
を
支
給

説
明
会
を
十
五
日
に
開
催

戦
没
者
の
垂
に
、
六
十
万
円
（
十
年

債
遠
国
債
）
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
三

十
万
円
（
五
年
償
還
国
債
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
資
料
配
布

と
、
記
載
要
領
の
鋭
明
会
を
次
の
と
お

り
行
な
い
蔓
㌔

日
時
　
十
一
月
十
五
日
　
午
前
九
時

半
か
ら

場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
、
日
本
間

持
参
ず
る
も
の
、
旧
証
書
、
印
鑑
、

箪
紀
用
兵
、
声
療
抄
本

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
、
民

生
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と
ん
ど
満
年
齢
に
な
っ
て
お
り
、

①
　
実
質
的
に
成
人
に
達
し
て
い
な

い
人
を
対
象
に
し
た
成
人
式
は
こ
の
ま

し
く
な
い
。

⑧
　
他
市
町
村
か
ら
該
当
者
（
満
年

齢
）
が
水
巻
町
に
転
入
し
て
き
た
場

合
、
成
人
式
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

ヽ

一

〇

，
1
Ｙ

④
　
水
巻
町
の
該
当
者
（
か
ぞ
え

年
）
が
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
場

合
、
成
人
式
を
二
度
受
け
る
こ
と
に
な

る
。④

　
≠
浬
丁
齢
の
学
年
齢
に
切
り
替
え

れ
ば
、
同
級
生
同
必
で
成
人
式
に
の
ぞ

む
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど
が
主
な
理
由
で
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
十

五
日
の
成
人
式
に
該
蟄
す
る
人
は
、
昭

和
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
、
昭
和
二

十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
な
お
昭
和
五
十
年
の
成
人
式
か
ら
は

毎
年
四
月
二
日
か
ら
翌
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
か
紋
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
）

四
十
九
年
の
成
人
式
該
当
者
に
つ
い

て
は
後
日
調
査
し
ま
す
が
、
紋
当
期
間

変
更
に
つ
い
て
は
主
旨
を
ど
理
解
い
た

だ
き
、
ど
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

＼

①
第
一
期
（
三
回
注
射
）

生
後
三
ケ
月
か
ら
六
ケ
月
の
乳
児

及
び
何
か
の
理
由
で
一
度
も
受
け

て
い
な
い
乳
幼
児
。

⑧
第
二
期
（
一
回
注
射
）

初
回
免
疫
終
了
後
十
二
ケ
月
か
ら

十
八
ケ
月
の
幼
児
。

㊦
墾
二
期
（
ジ
フ
テ
リ
ア
）

来
年
度
新
入
学
児
童
。
ノ

二
、
日
　
時

・
第
一
回
目
…
十
一
月
八
日
、
九
日

、
十
四
時
か
ら
十
五
時
。

・
革
面
目
…
十
一
月
二
十
九
日
、

三
十
日
、
十
四
時
か
ら
十
五
時
。

・
撃
二
回
目
…
十
二
月
二
十
日
、
二

十
一
日
、
十
四
時
か
ら
十
五
時
。

・
予
備
日
…
一
月
十
ｌ
一
日
、
十
四
時

か
ら
十
五
時

三
、
会
・
場
　
町
民
会
館
。

1
　
料
金
無
料
。

2
　
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

3
　
前
日
ま
で
に
衛
生
係
で
、
問
診

票
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

法
律
相
談

つ
ぎ
の
要
領
で
放
律
相
談
を
行
な
い

ま
す
。
家
事
、
民
事
、
そ
の
他
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
き
が
る

に
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時

十
ｌ
月
十
七
日
、
午
前
十
時
か
ら
十

五
時
ま
で

二
、
場
所

水
巻
町
々
民
会
館
、
日
本
間

三
、
相
談
料
　
無
料

四
、
主
催

折
尾
簡
易
裁
判
所
調
定
協
会

丑
、
相
談
員

折
尾
簡
易
裁
判
所
調
定
委
員
ほ
か

年
末
調
整
説
明
会

四
十
八
年
分
所
得
税
年
末
調
整
の
組

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

一
、
白
　
幡

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）

午
前
の
部
…
午
前
十
時
半
か
ら

午
後
の
部
…
午
後
一
時
か
ら

二
、
場
所

遠
賀
借
用
金
堕
二
階
会
議
室
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ママさん奮戦
10月10日体育の日をＩ甘心に町教委・体協主催で婦人レクバ

レー、壮年ソフトボールなどの大会が開催され町内各地から多

数が参加、秋の一日を楽しみました。体力は使わなければ衰え

るもの、家にこもりがちな家庭婦人、仕事に追われる一家のご

主人も機会をみつけスポーツに親しみたいものです。写真はレ

クバレー古賀対古賀区の熱戦。優勝は入江興産社宅チーム。

都
市
化
の
中
の
農
地

都
市
化
の
波
に
洗
わ
れ
る
水
巻
町
で
す
が
町
の
面
積
1
0
・
7
8
崩
の
約

2
1
％
2
・
1
崩
は
ま
だ
農
地
。
今
年
も
間
息
作
見
込
み
で
約
1
2
、
5
2
0

俵
の
収
穫
が
見

込
ま
れ
て
い
ま

す
。
町
の
悩
み

は
こ
の
農
地
を

無
秩
序
な
宅
地

化
か
ら
守
り
計

画
さ
れ
た
町
づ

く
り
を
す
る
こ

と
。
今
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得

て
農
振
地
域
の

指
定
、
用
途
地

域
の
決
定
を
急

い
で
い
ま
す
。

写
真
は
稲
租
の

美
し
い
猪
熊
で

ぼ
く
た
ち
の

交
通
教
室

水
巻
町
で
も
、
幼
児
の
事
故
が

増
加
し
て
い
る
悲
し
い
現
状
で

す
。
各
家
庭
で
も
、
交
通
事
故
に

は
深
い
関
心
を
お
も
ち
と
患
い
ま

す
が
、
特
に
幼
児
の
い
る
家
庭
に

つ
い
て
は
注
意
を
し
て
、
家
族
そ

ろ
っ
て
交
通
事
故
0
の
日
が
続
く

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
は

第
三
保
育
園
で
の
交
通
教
室
。

お
礼
申
し
ま
す

赤
い
羽
根
募
金

十
月
一
口
か
ら
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
町
民
の
皆

き
ま
の
深
い
ご
理
解
と
協
力
を
得
て
、
今
年
も
順
調
な
成
果

を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
写
真
は
水
巻
駅
前
で
の
募
金
風
景
〕

≡
≡
≡
お
わ
び
＝
≡
≡
－

前
号
に
お
い
て
「
ご
み
の
収
集
Ｅ

等
の
記
事
で
校
正
ミ
ス
を
お
か
し
、
た

い
へ
ん
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
、
深
く
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
町
内
虔
寿
者
名
に
吉
田
ノ
二
・

副
田
マ
ツ
ヲ
さ
ん
（
九
士
二
歳
）
を
お

と
し
て
お
り
ま
し
た
。
お
わ
び
と
と
も

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

払

臣．、、‘＿∴　＿


